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触媒的不斉ハロラクトン化反応は、重要な光学活性ラクトン化合物を提供するため、有機合成に

おいて、最も重要な反応の一つとして認識されている。これまでに、多種多様なキラル触媒を利用

した不斉ハロラクトン化反応が報告されているが、本反応に効果的な新規キラル触媒の開発は依然

として重要な研究課題である。このような背景の中、最近我々は、独自に開発したキラル二官能性

スルフィド触媒を利用することにより、エナンチオ選択的ブロモラクトン化反応を達成した 1)。本

研究では、キラル二官能性スルフィド触媒のさらなる有用性を実証するため、光学活性 γ-ブチロラ
クトン類を提供する、4-ペンテン酸誘導体のエナンチオ選択的ブロモラクトン化反応への適用を検
討した。 
水酸基を有するキラル二官能性スルフィド触媒を利用することにより、不斉ブロモラクトン化反

応が効率的に進行し、既存の触媒を超える高い立体選択性で、γ-ブチロラクトン類を得る事ができ
た 2)。また、種々のコントロール実験により、キラルスルフィドの二官能性触媒設計が、高いエナ

ンチオ選択性を獲得する上で非常に重要であることを明らかにした。 
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